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研究成果の概要（和文）：本研究ではRS/GIS分析とフィールド調査によって森林生態環境の分布および変化などの共通
性で東南アジア地域を地図化することを目的とした。具体的にはMODIS画像のNDVIフェノロジーパターンによって土地
被覆・土地利用分布地図を作成した。そのうえで、作成した類型区分毎の実環境を、現地調査およびALOS2の3時期画像
を用いて検証した。ALOS2は雲の有無によって影響を受けないマイクロ波センサー画像のため、分析対象地域の土地被
覆変化を通年で追うことができる。この画像を用いた分析結果を適用することで、最終的に分析対象とした地域を景観
の共通性と地理的隔絶性によって130の地域に区分することが出来た。

研究成果の概要（英文）：In this study, Southeast Asia area was mapped at the commonalities such as the 
distribution of the forest ecology types by RS/GIS analysis and field survey. Specifically, land cover 
and land use distribution map was made by NDVI (Normalized Difference Vegetation Index) phenology pattern 
of the MODIS (MODerate resolution Imaging Spectroradiometer) satellite image. For interpret the MODIS 
classification result, field survey and ALOS2 (Advanced Land Observing Satellite 2) image analysis were 
conducted. ALOS2 is the microwave sensor satellite image which is not affected by presence of cloud. 
Therefore the land cover change of the study area including the rainy season was grasped. Because the 
analysis using this image was applied, the area targeted for analysis was classified by 130 areas 
following the Landscape similarity and geographical isolation.

研究分野：地域研究
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

（1）本研究の着想の背景には、研究代表者
が 2004 年からバングラデシュにおいて、ま
た 2008 年からラオス・ベトナム等を対象に
おこなってきた地理学・地域研究の成果があ
る。バングラデシュでは、国立公園における
深刻な森林減少に歯止めをかけるための保
全政策の導入を巡った、政府側と住民のコン
フリクトの研究を行ってきた [東城 2009, 

2010b]。またラオスでは森林の劣化と消失の
空間的分布および長期的変化に関する研究
と森林生態調査を行ってきた  [Tojo et al 

2012a, 2012b]。 

 

２．研究の目的 

（1）本研究は RS/GIS 分析とフィールド調
査によって、森林生態環境の分布と変化の履
歴の共通性で東南アジア地域を累計区分（マ
ッピング）した上で、変化の背景にある社会
的セッティング（コンテクスト）を比較する
ことを目的としている。 

 

３．研究の方法 

（1）研究の第一段階では、MODIS 画像の NDVI
等のフェノロジーパターンを分析する。
MODIS 画像を分類することによって、森林
を含めた土地被覆・土地利用類型の区分図を
作成する。 

（2）第二段階では、当初想定していた可視
光センサーによる衛星画像に代わって、マイ
クロ波センサーによる衛星画像を用いて、第
一段階で作成した MODIS 画像の分類結果の
解釈（景観の定量的な解釈）を加えた景観類
型区分を作成する。この解釈に必要なフィー
ルド調査を、南アジアおよび東南アジアを対
象に随時行う。 

（3）第三段階では、第二段階で作成した景
観類型区分から代表的な地域を複数選択し
て、過去 50 年前後の土地被覆・土地利用変
化を各種衛星画像や地図等の地理情報を用
いて定量化しつつ、ここで見られた変化の背
後にある地域個別的な社会的セッティング
の調査・分析を進める。 
 
４．研究成果 
（1）特にラオス中央部を対象に、MODIS 衛
星 画 像 （ MODerate resolution Imaging 

Spectroradiometer）8days コンポジット画
像を分析した。森林被覆に注目すると NDVI

（Normalized Difference Vegetation Index）
のフェノロジーパターンに年間 3時期の特徴
的なピーク（東南アジアのモンスーン地域に
おける雨季の終わり、乾季の始め、乾季の終
わり）があることが観察された（図 1, 2）。こ
の研究結果に従って、3 時期の 32days コン
ポジット画像を用いて MODIS 画像を分析し
た結果、ラオスにおいて実施した森林グラン
ドトゥルースの結果と良く合致する森林区
分を示唆する分類結果を得ることができた。
ただしここでの分類結果では、はっきりと森

林に関連していることが分かる 7つの分類区
分以外に 11 種類の分類区分が得られた。こ
れらの分類区分は山地部よりも平野部に多
く分布しており、耕地や平地林が多く含まれ
ると推定された。分析対象地域面積の約半分
がこれらの分類区分で構成されていること
から、これらの景観の実態を明らかにするこ
と（特に森林被覆の程度に関する）がひとつ
の課題として浮かび上がってきた。 

（2）（１）で課題として残った MODIS の分類
結果（主として平野部に分布する 11 種類の
分類区分）を定量的に解釈するために、調査
対象地域の西部を中心としたグランドトゥ
ルースと ALOS2 衛星画像の分析を行った。
ALOS2 画像は MODIS 画像同様、雨季・乾季の
始め・乾季の終わりの 3時期の画像を入手し
て、植生および水域等の通年変化の高精度な
（MODIS の空間解像度 250m に対して、10 倍
近く高分解な 30m）分布と変化を考察に入れ
た。 
 考察の結果、11 種類の分類区分がカバーす
る地域はほとんどが洪水域の氾濫原地形に
関連した景観であるが（図 4, 7）、自然堤防
（植生分布）と後背湿地（水域）の双方の優
占比率、特に自然堤防の形状（図 4:網状のエ
リア、図 7：点状に散在するエリアおよび後
背湿地の目立たないエリア）、雨季から乾季
にかけての水域の縮小範囲の違い（図 5, 8）
などの細かい景観の差異が反映されて、結果
として 11 種類の分類区分になっていたこと
が明らかになった（図 3, 6）。 

 

図 2. 図 1 の画像分類クラス毎のスペクトル

（NDVI）の年間パターン 

 

図 1. MODIS 画像を用いた土地被覆・土地利用

分類図（ラオス・サバナケット県） 



 
 
 
 
 
 
 

ALOS2 は雲の有無によって影響を受けない
マイクロ波センサー画像のため、分析対象地
域の雨季を含めた土地被覆変化を通年で追
うことができた。この画像を用いた分析結果
を適用することで、最終的に分析対象とした
地域が景観の共通性と地理的隔絶性によっ
て 130 のエリアに区分された（図 9）。 

 

図 4. エリア 6 の ALOS2 画像（雨季）分類 

 

図 3. エリア 6 の MODIS 画像分類 

 

図 5. エリア 6 の ALOS2 画像（乾季）分類 

 

図 6. エリア 10 の MODIS 画像分類 

 

図 7. エリア 10 の ALOS2 画像（雨季）分類 

 

図 8. エリア 10 の ALOS2 画像（乾季）分類 



 この研究によって得られた予期せぬ成果
としては、ある熱帯風土病においてその流行
地と上記の特定の地理的区分の分布に高い
相関があることが分かり、流行地予測と予測
に基づいた対策（流行マップ）の提唱につな
がった [Tojo et al 2014, 2016]。 
（3）しかしながら、第二段階の研究進捗が
MODIS 画像の分類結果の解釈に手間取ったこ

とを反映して遅滞し、幾つかの地域を除いて
は土地被覆・土地利用変化に関する分析を終
えることが出来ず、個々のケーススタディを
繋げる包括的な考察結果に至らなかった。 
図 10, 11 は分析が終了した地域（エリア 87, 
102）の事例である。平野部に位置するエリ
ア 87 で生じていたフタバガキ科の疎林の開
墾に伴う水田域の拡大（疎林消失）が膨大で
あった一方で、山地部に位置するエリア 102
の森林消失（焼き畑耕地の拡大など）はさほ
ど膨大ではなかった（より正確に言うと、幹
線道路沿いへの移住・定住に伴って付近の森
林劣化が進んだ一方で、移住元の遠隔地の森
林地域は回復を見せた）。 
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図 9. 研究対象地域全体の MODIS 画像分類結

果と地域区分（130 エリア） 

 

 図 10. 変化分析の 1 例 

 

 図 11. 変化分析の 1 例 
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